
朝鮮半島の情勢へ在韓被爆者からのメッセージ
原爆の火で「PEACE」

今年の冬至前後に原爆の火で日韓キャンドルナイトを開催するために韓国の広島と呼ば
れ在韓被爆者の方々が多くいらっしゃる「陜川（ハプチョン）」に日韓で約１０名ずつが集い
原爆の火を分ける「採火セレモニー」を開催しました。会場として使用させていただいた陜
川原爆被害者福祉会館にいらっしゃる在韓被爆者の方々にこの火で現在の朝鮮半島の
情勢に向けてメッセージを「キャンドルメッセージ」という形で賛同いただき、実施していた
だきました。戦争で大変な苦労を重ねられた方々からの大切なメッセージとしてぜひこの
メッセージの発信をお願い致します。

写真のダウンロード：私どものブログの投稿『在韓被爆者からのメッセージ「PEACE」』から高解
像度の写真がダウンロードできます。http://onepi-ce.seesaa.net/

問い合わせ先 キャンドルナイトワンピース実行委員会

〒540-0029 大阪市中央区本町橋6-21MFK本町第一ビル903号 TEL: 06-6375-7816   
E-mail:info@1pi-ce.jp   HP:http://www.1pi-ce.jp/ ブログ：http://onepi-ce.seesaa.net/

１０代～４０代有志による任意団体。福岡県八女市星野村の平和の火を使ったキャンドルナイトを全国に呼びかける。２００７年に３箇所から始
まった活動は２０１０年は６９箇所で開催される。２００８年秋は日韓クルーズで平和の火を運び釜山でのキャンドルナイトを成功させる。

１２月４日１９時頃撮影
参加していただいた在韓被爆者の方は３６名、キャンドルは約１３０個使用

以下のコメントをいただきました。
・「私達の望みは世界平和です。」
・「核を早くなくしてほしい。私達はそれが一番怖い」
・「隣国同士助け合って乗り越えていけたらと思う」

ハプチョンで日韓の有志に分けられた福岡県八女市星野村に燃え続けている原爆の残り火「平和の
火」は韓国５会場を含む約６０会場で１２月２２日前後に開催されるキャンドルナイトで灯されます。

２０１０年１２月７日


